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1. 近畿中央病院の診療体制について
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（R8.2の数値は15日までの実績から推計）



1. 近畿中央病院の診療体制について
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2. 診療情報の引継ぎについて［ 近畿中央病院 → 市立伊丹病院 ］
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3. 近畿中央病院から市立伊丹病院への交通アクセス向上策について
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（１）市立伊丹病院における

診療科の新設・拡張

④ 脳神経外科① 腎臓内科

⑤ 眼科② 耳鼻咽喉科

⑥ 歯科口腔外科③ 脳神経内科

⇒大学医局との調整により医師を招聘

（2）近畿中央病院職員先行受け入れ

⇒令和8年4月より100人規模の職員を

市立伊丹病院で先行受け入れ

～市立伊丹病院の取り組み～

外来（R6実績）入院（R6実績）
診療科

延べ患者数（人）延べ患者数（人）

5,2353,390① 腎臓内科

9,1442,916② 耳鼻咽喉科

6,3006,738③ 脳神経内科

3,1213,366④ 脳神経外科

10,7612,410⑤ 眼科

14,3162,367⑥ 歯科口腔外科

1) 近畿中央病院における入院・外来患者数実績

● 新設・拡張する診療科毎の入院・外来延べ患者数（R6実績）

入院患者の市別割合

・伊丹市 ５２．２％
・尼崎市 ３９．２％
・その他 ８．６％

外来患者の市別割合

・伊丹市 ５４．４％
・尼崎市 ３４．０％
・その他 １１．６％

市内外に関わらず、できるだけ多くの入院・外来患者を、

現行の市立伊丹病院において受け入れる体制を整備

2）職員先行受入れの基本的考え方

① 地域医療提供体制の維持 ② 統合新病院開院に向けた人材確保

③ 医療人材の育成 ④ 物理的・財政的な検証

出典：近畿中央病院決算統計資料

4. 地域医療提供体制の維持について
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救急搬送患者に係る
機能分化・連携強化の推進

《基本的考え方》

兵庫県・伊丹市医師会・伊丹市
歯科医師会・市立伊丹病院等が
連携し、近畿中央病院がこれま
で担ってきた、地域における医
療機能へ対応

尼崎市医師会・尼崎市等とも連
携し、阪神圏域全体における、
機能分化・連携強化の取組みを
推進

患者に不安や不利益を生じさせ
る事の無いよう最大限の配慮
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5. 救急搬送患者に係る機能分化・連携強化の推進について



6. 進捗状況と医療機関誘致に向けたスケジュール
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公募実施結果により、契約した事業者が

既存建物を活用するのか、解体し活用す

るのか決まり、STEP４以降のプロセス、

開院時期のスケジュールが決定します。

進捗状況や今後の方向性について、公立

学校共済組合と伊丹市で密に連絡を取り

ながら共有しています。

（２）医療機関誘致に向けたスケジュール

※行政機関等への必要な手続きが完了次第、本契約・引渡し。
時期については仮のものです。

今後の方向性

・伊丹市と協力して、回復期機能を有する民間医療機関を誘致する計画は従前と変わっておりません。

・近畿中央病院の診療休止により、当初スケジュールを前倒して、令和8年1月に跡地活用事業者の公募を開始しました。

・早期に次の事業者へ跡地の引き渡しを行うことにより、空白期間を最小限にすることを目指します。

（１）進捗状況


